
第４学年 算数科学習指導案 

                            児 童 ４年１組  ３５名 

                           指導者 Ｔ１ 川 村 ひろみ 

                               Ｔ２ 前 田 慶 子 

 

１ 単元名 計算のやくそくを調べよう  東京書籍「新しい算数４」下 Ｐ．４４～Ｐ．５１ 

                            プラス２２ Ｐ．５４～Ｐ．５５ 

２ 単元について 

(1） 児童の実態 

児童は、加法・減法については第１学年で、乗法については第２学年で、除法については第３

学年で、それぞれの計算が用いられる場面を知り、それを式で表す学習をしてきている。また、

簡単な場合について２段階の構造を分解式に表したり、（ ）を使って総合式に表したりすること

も経験してきている。さらに、第３学年の重さの学習では、未知の量を求める際に、問題場面を

言葉の式に表したり、テープ図に表したりすることを繰り返し経験してきている。この学習によ

って、文章題を解く際には数量の関係を言葉の式やテープ図に表し、それを基に数式を考えるよ

うになってきている。 

しかし、自分の考えを説明することを求められると、積極的に発言する児童と、そうではない

児童に分かれてしまう傾向がある。積極的に発言できない児童の様子を見ると、考えを進める際

に、根拠としたものを書き残していないことが多かった。 

そこで、本単元の学習を進めるに当たっては、ペアで説明させるなど児童が発言する機会を多

く設けることで、考える段階から自分の考えを友達に伝えることを意識させ、自分の考えの根拠

となるものを書き残しながら進めていくことができるようにしたい。 

(2)  単元のあらまし 

本単元は、学習指導要領第４学年の内容「Ｄ 数量関係（２）数量の関係を表す式について理

解し、式を用いることができるようにする。」を受けての内容で、数量の関係を式に表したり、式

を読み取ったりする力を伸ばすとともに、計算の順序についてのきまりなどを理解し、適切に式

を用いることができるようにすることをねらいとしている。 

２２年度移行措置によって、四則に関して成り立つ性質として交換法則、結合法則、分配法則

が追加され、計算のきまりを整理し、整数や小数の計算で活用できるようにすることもねらいと

している。 

児童にとって理解しやすい具体的事象である買い物場面から問題を提示し、まず、（ ）を用い

た式の意味と計算順序を扱い、次いで、四則混合の式の意味と計算順序、計算のきまりの整理と

活用へと進む展開は、児童が計算のきまりについて理解を深め、法則を活用して計算できるよう

になる構成となっている。 

本単元で学習する計算のきまりは、第５学年では小数の乗法、除法、第６学年では分数の乗法、

除法へと拡張されていく。 

 

 

 



(3) 指導に当たって 

このような児童の実態や単元のあらましを踏まえ、本単元において児童に身に付けさせたい力を

次のように考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの力を身に付けさせるために、単元の学習の始まりでは、数式と筆算形式を比べる算数的

活動を行い、既習の計算のきまりや性質を活用することで計算が効率的に行うことができたことを

想起させる。その後に、計算のきまりや自作の問題を集めた「計算ブック」作りを提案し、学習へ

の見通しをもたせるとともに、意欲付けを図る。 

（ ）を用いた式や四則混合の式の表し方や計算順序を理解する段階では、初めに、式の表し方

や計算順序を理解させるために、問題場面を数式に表す算数的活動と数式から具体的な問題場面を

作ったり読んだりする算数的活動を組み合わせて行う。児童が理解しやすい買い物場面から問題提

示をし、言葉の式を手掛かりに数量の関係をとらえることができるようにする。また、とらえた数

量の関係を計算のきまりと言葉・絵・図・式を関連付けながら説明させることで、計算のきまりを

根拠に数量の関係を筋道立てて考える力を育てる。次に、式をつくる算数的活動や計算の順序を説

明する算数的活動を行う。ここでは、４この数を使って答えが一番小さくなる式と一番大きくなる

式を見付ける問題提示をし、解決する過程の中で、計算のきまりに従った計算順序を適用する力を

育てる。 

分配法則について理解する段階では、図を用いて計算の仕方を説明する算数的活動を行う。ここ

では、アレイ図にどのまとまりを基に考えたのか印を書き込ませながら問題を解決するよう促し、

その図を用いて計算の仕方を説明することや、図や式を見比べてきまりを見付け、見付けたきまり

を□や○を用いた式に表したりすることができるようにする。 

計算のきまりを活用し、工夫して計算する段階では、計算のきまり（交換法則、結合法則、分配

法則）を用いた計算の仕方の工夫を説明する算数的活動を行う。その際、自分の計算の仕方につい

てだけでなく友達の計算の仕方についても、どのように計算のきまりを使い、それによってどこが

工夫されたのかを説明させることで、適した計算のきまりを選択し計算方法の工夫を考えることが

できるようにする。また、計算のきまりを活用して計算する習慣を付けさせたい。 

単元の終盤となるまとめの段階では、習熟度別に計算ブックを使った学習を進める。自分が作っ

た問題を友達に解かせたり、友達が作った問題を解いたりする活動を行うことで、学習の理解を深

めるとともに、計算のきまりを使って工夫して計算することの楽しさを味わうことができるように

する。 

思考力 言葉・絵・図・式を手掛かりに数量の関係をとらえ、より簡潔で、明確な表し方を

考えたり、式から場面を読み取ったりするなど、計算のきまりを根拠に数量の関係を

筋道立てて考える力。 

計算のきまりを用いた計算方法の工夫を考える力。 

判断力 数量の関係に適した式や場面をつくる際に計算のきまりを適切に用いたり、計算を

する際にきまりに従って正しい計算順序を適用したりする力。 

工夫して計算するために適した計算のきまりを選択する力。 

表現力 数量の関係を言葉や数、□や○を用いた式に表したり、表された式から問題場面を

作ったりする力。 

    計算のきまりと言葉・絵・図・式を関連付けて説明する力。 



３ 単元の目標 

四則混合の式や（ ）を用いた式の意味、及び計算のきまり（分配法則、交換法則、結合法則）に

ついて理解し、式を適切に用いたり正しく計算したりすることができる。 

  関心・意欲・態度 

  ・ 目的に応じて、２～３段階の構造の問題を１つの式に表そうとする。 

・ 計算のきまりを用いて計算方法の工夫を考えようとする。 

  数学的な考え方 

  ・ ２～３段階の構造の問題を１つの式に表し、簡潔に表現しようと考える。 

・ 計算のきまりについてまとめるときに、□や○を用いて、これを一般的にとらえる。 

  表現・処理 

  ・ 四則混合計算や（ ）を用いた式を計算することができる。 

・ 計算のきまりを用いて計算方法を工夫することができる。 

  知識・理解 

  ・ 四則混合計算や（ ）を用いた式の計算のしかたを理解する。 

・ 計算のきまりを用いた計算方法の工夫のしかたを理解する。 

 

４ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解 

目的に応じて、２～ 

３段階の構造の問題を

１つの式に表そうとし

ている。 

計算のきまりを用い

て計算方法の工夫を考

えようとしている。 

２～３段階の構造の

問題を１つの式に表し、

簡潔に表現しようと考

えている。 

計算のきまりについ

てまとめるときに、□や

○を用いて、これを一般

的にとらえている。 

四 則 混 合 計 算 や

（ ）を用いた式を計

算することができる。         

計算のきまりを用

いて計算方法を工夫

することができる。 

 

四則混合計算や（ ）

を用いた式の計算のし

かたを理解している。 

計算のきまりを用い

た計算方法の工夫のし

かたを理解している。 

 

 

 

５ 単元の指導計画（指導時数８時間） 

小単元 時数 学習内容 活用する知識・技能 活用を図る算数的活動 評価規準（評価方法） 

計
算
の
き
ま
り 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
・
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
TT 

・学習の見通しを 

もつ。 

・たし算の交換法則 

・かけ算の交換法則 

・たし算の結合法則 

・かけ算の結合法則 

 

・問題場面を表した
数式と筆算形式を
比べる。 

（関）計算のきまりと計 

算の工夫に関心をも
ち、「計算ブック」作り
を進めようとする。 

  （計算ブック表紙）     

・２段階構造の問
題を（ ）を用
いて１つの式
に表すこと、及
びその計算順
序を理解する。 

・おつりの求め方 

出したお金－代金＝おつり 

・（ ）を用いた式と
その計算順序 

・問題場面を数式に
表す。 

・数式から具体的な
問題場面をつく
る。 

 

（考）２段階の構造の問
題を１つの式に表すこ
とのよさをとらえ、簡
潔に表現している。 

  （発言、計算ブック） 

（表）（ ）を用いた式の
計算ができる。  

       （ノート） 

[文書の引用文

や注目すべき

箇所の要約を

入力してくだ

さい。テキス

ト  ボックス

は文書のどの

位置にも配置

できます。抜

粋用テキスト 

ボックスの書

式を変更する

には、[テキス

ト  ボックス 

ツール ] タブ

を 使 用 し ま

す。] 



計
算
の
き
ま
り 

３
（
本
時
） 

 

・四則混合の２段
階構造の問題
の式の表し方
を理解する。 

・（ ）を用いた式の
表し方と計算順序 

・四則混合の式の表
し方 

 

・問題場面を数式に
表す。 

・数式から場面を読
む。 

（知）四則混合の式の表
し方を理解している。   

（ワークシート） 

４ 
 
 
 
 
TT 

・四則混合の３段
階構造の式の
計算順序を理
解し、計算順序
をまとめる。 

・（ ）を用いた式と
その計算順序 

・四則混合の２段階
構造の式とその計
算順序 

・式をつくる。 

・計算の順序を説明
する。 

（表）３段階の構造の式
の計算ができる。 

      （ノート） 

（知）四則混合の式の計
算順序を理解してい
る。    （ノート） 

５ 
 
 
 
 
 
 
 
TT 

・分配法則を理 

解する。 

・（ ）を用いた式と
その計算順序 

・四則混合の２段階
構造の式とその計
算順序 

・図を用いて計算の
しかたを説明す
る。 

 

（関）計算のきまりを用
いて計算のしかたを考
えようとしている。 

       （観察）      

（考）分配法則を□や○
などを用いて、一般的
にとらえている。 

（ワークシート） 

計 

算
の
き
ま
り
と
く
ふ
う
の
し
か
た 

６ 
 
 
 
 
 
 
 
TT 

・交換法則、結 

合法則の理解
を深める。 

・交換法則 

・結合法則 

・交換法則、結合法
則を用いた計算の
しかたの工夫を説
明する。 

（考）交換法則や結合法
則を用いた計算方法の
工夫を考えることがで
きる。 

（発言、ノート） 

（知）小数でも計算のき
まりが成り立つことを
理解している。 

（発言、ノート） 

７ 
 
 
 
 
 
TT 

・分配法則の理解
を深める。 

・分配法則 ・分配法則を用いた
計算のしかたの工
夫を説明する。 

（関）分配法則を用いて
計算の方法を考えよう
としている。（観察）       

（考）分配法則を用いた
計算方法の工夫を考え
ることができる。 

（発言・ノート） 

ま 
と 
め 

８ 
 
 
 
 
 
 
習
熟
度
別 

・学習内容の理解
を深め、計算の
きまりについて
の興味を広げ
る。 

・（ ）を用いた式と
その計算順序 

・四則混合の２段階 
構造の式とその計
算順序 

・分配法則 

・交換法則 

・結合法則 

・計算のきまりを用
いた式の表し方や
計算のしかたを説
明する。 

（表）計算のきまりを用
いて式に表したり計算
方法を工夫したりでき
る。 （ワークシート） 

（関）計算のきまりを用
い工夫して計算するこ
との有用性に気付き、
今後の生活や学習に活
かそうとしている。 

 （発言・ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

TT 



６ 本時の指導 

(1) 目標  

四則混合の２段階構造の問題の式の表し方を理解する。 

(2) 活用を図る算数的活動について 

本時で児童に身に付けさせたい力は、計算のきまりを根拠に筋道立てて考え、数量の関係に適し

た数式や場面を判断する力である。 

そのために、本時の学びの基礎となる算数的活動１と本時の学びを確かなものにするための算数

的活動２を行う。 

算数的活動１では、問題場面を数式に表す算数的活動を行う。ここでは、前時に学習した（ ）

を用いた式の表し方と計算順序を活用して解決する問題①②を提示し、乗除の部分がひとまとまり

の数を表していることをとらえさせる。その後、本時の学びとなる式の中の乗除は（ ）を省いて

書き表すことや加減よりも先に行うことを教える。 

算数的活動２では、式から場面を読む算数的活動を行う。ここでは、本時の学びを活用させて解

決する問題③を提示する。その際、場面に適した式を選ぶ問題を提示し、乗除先行のきまりと数式、

場面を表した言葉の式や絵、図とを関連付けながら考え判断させることで学習の理解を深めさせる。 

(3) 展 開 

段階 学 習 活 動 
教師の支援（◎評価） 

Ｔ１ Ｔ２ 

つ
か
む 
 
２ 

分 

１ 問題①②を把握する。 

 

・ 答えを求めるには２回計算を行う問題

だ。 

・ 計算のきまりを使えば、１つの式にな

る問題だ。 

２ 本時の課題を把握する。 

 

 

 

 

・ 提示された問題の構造
が前時の問題構造と同じ
であることをとらえさせ、
課題へつなげる。 

 

・ Ｔ２用の計算ブック 

から２つの問題文を提
示する。 

見
通
す 
 
１
分 

３ 解決の見通しを立てる。 

・ （ ）を用いれば、１つの式に表すこ

とができそうだ。 

・ （ ）を用いるひとまとまりとみる部

分を見付けるには、言葉の式に表してみ

るとよい。 

・ 前時の掲示物から、１つ
の式に表す方法を振り返
らせ、解決の見通しをもた
せる。 

 

 

 

確
か
め
る 
 
37
分 

４ 学習課題を解決する。 

（1）問題①②に取り組む。 

○ 数式に表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１つの式に表そう。  

・ （ ）を用いた式の表し方と計算順序を適用させ 
て問題を解かせる。 

・ 数式に表すことができた児童には、友達に自分の 
考えを説明することを意識させ、なぜその数式にな
ったのか表しておくよう伝える。 

・ 数式に表すことができないでいる児童には、問題 
文から分かっていることを抽出させる。その後、前
時に使用したものを参考に言葉の式に表させ、ひと
まとまりとみる部分を考えさせる。 

【知識・技能を活用を図る算数的活動１】 

○ 問題場面を数式に表わす算数的活動 

【活用する知識・技能】 

（ ）を用いた式の表し方と計算順序 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確 

 

か 

 

め 

 

る 

 

37
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ なぜその数式になるのか、全体で説

明し合う。 

 

＜問題①＞ 

・ 場面を言葉の式に表すと、 

出したお金－代金＝おつりとなる。 

・  出したお金は 100円、代金のところは、

「１まい 25 円の工作用紙を３まい」買う

のだから 25×３となる。 

・ 計算のきまりを当てはめると、25×３は

ひとまとまりとみて（ ）を使って表すか

ら、おつりを求める式は、 

100 －（25×３）となる。 

＜問題②＞ 

（同様に②の式についても話し合う） 

(2) 乗除は（ ）を省いてよい
とを知り、（ ）を省いた数
式に表す。 

 

 

 

 

 

 

５ 学習内容を活かして問題を 

 を解く。 

（1） 問題③に取り組む。 

○ 場面に適した式、適さない式

を選び、理由を考える。 

 

アが合う理由を考える。 

・ アは、（ ）が省かれているが、式の

中のかけ算 20×８がひとまとまりの数

とみる部分で、20 円のキャップ 8 個の

代金を表している。 

・ 55は消しゴム 1 個の代金を表してい

る。 

・ 55と 20×８を合わせるのは、問題の

場面を表した言葉の式や絵、図に当ては

まるので、アの式は合う。 

 

イが合わない理由を考える。 

・ イは、（ ）があるから、55＋20がひ

とまとまりの数とみる部分で、消しゴム

1 個とキャップ 1 個の代金を表してい

る。 

・ これに８をかけるとひとまとまりを８

つ分買うことになる。 

・ 問題の場面を表した言葉の式や絵、図

に当てはまらないので、イの式は合わな

い。 

・ イの式だと、「55円の消しゴムと 20

円のキャップを組みにして、8組分買う

といくらですか」という場面になるか

ら、合わない。 

・ 計算のきまりと言葉の
式、数式を関連付けながら
説明させる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 乗除先行のきまりに基 

づき（ ）を省いた数式に
表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 場面に適した式、適さ 

ない式を選ぶ問題③を提
示することで、数式を読み
取らせ、本時の学びを確か
なものにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 四則混合の式のきま
りを知らせる。 

 

・ いくつかの数式の中
から（ ）を省いても
よいものを選ばせるこ
とで、学習内容を確認
し、問題③の提示へつ
なげる。 

 

 

 

 

 

【知識・技能の活用を図る算数的活動２】 
○ 式から場面を読む算数的活動 

【活用する知識・技能】 
 四則混合の式の表し方 
 
・ 判断できずにいる児童には、数式からひとまとま 
りの数とみる部分を見付けさせる。次に、問題の場
面から分かっていることを抽出させ、それぞれの場
面に適した絵や言葉の式を選択させる。選択した言
葉の式や絵と数式とを対比して判断させる。 

・ 問題を解決できた児童には、選んだ式が場面に適
した理由を考えていた場合にはもう一方の式が適
さない理由を、選んだ式が場面に適さない理由を考
えていた場合にはもう一方が適している理由を考
えさせる。 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
確 
 
か 
 
め 
 
る 
 
37
分 

問題に合う式をつくって考える。 

・ 20 円のキャップを 8 個だから、キャ

ッを 20×８としひとまとめにする。 

・ それに 55円の消しゴムを買うから、 

55＋（20×８）。 

・ 式の中のかけ算は、（ ）を省くから、 

 55＋20×８となる。 

・ アの式と同じだから、アの式が合う。 

 

○ 全体で説明し合う。 

 

 

 

 

 

６ 適用問題に取り組む。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 計算のきまりと、数式、 

場面を表した言葉の式や
絵、図を関連付けながら説
明させる。 

 

・ 本時で学習した計算の
きまりを適用させて、問題
場面を数式に表す問題に
取り組ませる。 

・ 問題を解決できた児童に
は、なぜその数式になるの
か解説を記入させる。 

 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め
る 
３ 

分 

７ 学習のまとめをする。 

○「計算ブック」に書きまとめる。 

○「計算ブック」に感想を書く。 

 

・ 四則混合の式でのきま 

りを振り返らせ、まとめ
る。 

 

振
り
返
る 
２ 
分 

８ 学習の振り返りをする。 

○ 学習の感想を交流する。 

 

 

 

 

・ 「計算ブック」に記入さ
れた感想の中から、分かっ
たことや１つの式に表す
ことのよさに触れるもの
を発表させることで、学習
を振り返らせる。 

 

・ 授業過程で見られた
計算のきまりを根拠に
筋道立てて考える姿を
価値付け、次時への意
欲付けを図る。 

(4) 具体の評価規準 

観点 Ａ十分満足 Ｂおおむね満足 Ｂに至らせるための手立て 

知 
識 
・ 
理 
解 

四則混合の２段階構造の問題
を（ ）を省いた１つの数式に
表すことができ、なぜその数式
になるのかを計算のきまりを使
って説明できる。 

 四則混合の２段階構造
の問題を（ ）を省いた
１つの数式に表すことが
できる。 

文章題から分かっているこ
とを抽出させる。その後、数量
の関係にふさわしい絵と言葉
の式を選択させ、ひとまとまり
の数とみる部分をとらえさせ
る。 

 

 

【目指す子どもの姿】 
計算のきまりと数式、場面を表した言葉の式や

絵、図を関連付けながら考え判断することができ
る。 

（思考力・判断力） 

 

◎ （知）四則混合の式の表し方を理解している。 
（発言、ワークシート） 

 

 １本５０円のえんぴつ
を７本買って、３０円の箱
に入れてもらいました。 
 代金を求める式を、１つ
の式に表しましょう。 

式の中のかけ算やわり算は、ひとまとまりの数とみて、（ ）をはぶいて書き、
たし算やひき算より先に計算する。  



(5) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

                         

 

 

 

                      

これまでの学習 

計算のきまり① 

 

問題① 

  

問題② 

  

１つの式に表そう。  

 

出したお金－代金＝おつり 

100－（25×３）    100－25×３ 

 

筆箱の代金＋鉛筆の代金＝全部の代金 

500＋（480÷２）     500＋480÷２ 

 

計算のきまり② 

式の中のかけ算やわり

算は、ひとまとまりの数

とみて、（ ）をはぶい

て書き、たし算やひき算

より先に計算する。 

問題③ 

問題① 
 １まい２５円の工作用紙を３まい買って、

100円を出しました。 

 おつりはいくらですか。 

 

問題② 
 500 円の筆箱を１つと、１ダース 480 円の

えんぴつを半ダース買いました。 

 代金はいくらですか。 

 

アが正しいわけ イが正しくないわけ 

問題③ 
 問題場面に合う式はどちらの式か、または、合わない式はどちらの式か。
その理由を考えよう。 
ア ５５＋２０×８ 
イ （５５＋２０）×８ 

 １こ 55 円の消しゴムを１こと、
１こ 20 円のキャップを８こ買いま
す。 
代金はいくらですか。 


